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取扱説明書           
 バック・カメラ カラー  

品番：＃１１２００３００ 型式：ＰＢＣ１２０ 
 
１，接続方法 
※車輌への装着、加工作業を行なう前に、必ず作動テストを行い、正常に作動する事を確認してください。 
※本商品の取り付けには、別売の｢カメラ延長コード（１０ｍ・１５ｍ・２０ｍ・２５ｍ）｣が必要です。 
※バックカメラをセットで購入の場合は、事前にお客様が指定した長さの｢カメラ延長コード｣が付属されています。 
 
●カメラの取り付け方法 
①必要に応じて、ＣＭОＳカメラのコードを通す穴、及び、カメラブラケットを固定する穴の位置決めをして、穴開け加工をして
ください。 

②ＣＭОＳカメラのコードを①で開けた穴に通して、ＣＭОＳカメラのコードのコネクターとカメラ延長コードのコネクターの凹
凸部分を合わせて、奥まで確実に接続してください。そして、ＣＭＯＳカメラコードのコネクターのローレット部分を時計回転
方向に回して確実に締め込んでください。締め込みが不完全な場合、中に水が入り、故障の原因になります（図１－Ａ・Ｂ参考）。 

③タッピングネジ、プラスビス、ワッシャ、Ｓワッシャ、両面テープ、ナットを必要に応じて選択し、ＣＭОＳカメラを確実に固
定してください（図１－Ｃ参考）。 

④ＣＭＯＳカメラの角度を調整する場合は、六角穴付きボルト（Ｓワッシャ、ワッシャ付）を反時計回転方向に回して緩め、任意
の角度に調整してください。調整後、六角穴付きボルト（Ｓワッシャ、ワッシャ付）を時計回転方向に回して確実に締め付けて
ください（図１－Ａ参考）。 

⑤車両取付ステーの位置を変更する場合は、六角穴付きボルト（Ｓワッシャ、ワッシャ付）を反時計回転方向に回して取り外しカ
メラブラケットから車両取付ステーを取り外してください。取り外した車両取付ステーをカメラブラケットの車両取付ステー付
け替え用ネジ穴へ、取り外しと逆の手順で確実に締め付けてください（図１－Ａ参考）。 
※作業時にカメラブラケットを固定しているタッピングネジは取り外さないでください（図１－Ｄ参考）。 

⑥カメラ延長コードを車内に引き込んでください。この時、ＣＭОＳカメラのコードとカメラ延長コードを接続したコネクター部
は、極力ボディーの外には出さないでください。又、コードを無理に折り曲げたり、挟まないでください。 
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●モニターの取り付け方法 
☆固定型モニタースタンドを使用する場合 
①固定型モニタースタンドをモニター背面の溝に挿入してください（図２－Ａ参考）。 
②モニターの高さを調整し、固定型モニタースタンドのノブを時計回転方向に回して締め付けてください（図２－Ｂ参考）。 
③固定型モニタースタンド裏面の両面テープを利用して、任意の位置に取り付けてください（図２－Ｃ参考）。 
④モニターの角度を調整してください（図２－Ｄ参考）。 
⑤角度調整ノブを時計回転方向に回して締め付けてください（図２－Ｅ参考）。 
 
☆フロントガラス用モニター固定具を使用する場合 
①フロントガラス用モニター固定具をモニター背面の溝に挿入してください。（図２－Ｆ参考）。 
②ノブを時計回転方向に回して確実に締め付け、モニターにフロントガラス用モニター固定具を固定してください（図２－Ｇ参考）。 
③フロントガラス用モニター固定具のレバーが下に向いている事を確認して、凹凸の無い、ガラス等の平坦な面に吸盤を貼り付け 
てください。そして、確実に吸い付くまでレバーを上（吸盤側）に倒してください（図２－Ｈ参考）。 

 

 

                                   

 

 

図２－Ａ       図２－Ｂ        図２－Ｃ         図２－Ｄ         図２－Ｅ 

 

 

 

 

 

 

              図２－Ｆ          図２－Ｇ          図２－Ｈ 



 

                    ①ＡＶ３ ＩＮ ：外部入力端子 

                    ②ＰОＷＥＲ  ：電源ОＮ／ОＦＦスイッチ 

                    ③ＳＯＵＲＣＥ ：ＡＶ１，ＡＶ２，ＡＶ３の切り替え、画像調整項目の選択等 

                    ④▲      ：音量と画像調整、セットアップ 

                    ⑤▼      ：音量と画像調整、セットアップ 

                    ⑥イヤホン差込口 

                              

 

 

 

●配線方法 

※下図を参考に、本商品を車輌に接続してください。 

※電源・映像兼用コードの赤色／黒色配線をＤＣ１２/２４Ｖ電源に接続してください。 

※トリガー（青色）配線はＤＣ１２／２４Ｖ配線のどちらに接続しても問題ありません。但し、トリガー（青色）配線を、アクセ

サリー電源や常時電源に接続すると、モニターの画像調整やセットアップが出来ません（『４，モニターの画像調整、及びセッ

トアップ方法』参照）。 

※外部入力、その他映像機器を接続する場合は、電源・映像兼用コードのＲＣＡケーブル（外部入力端子）、又はＡＶ３ ＩＮにピ

ンジャックを接続してください。ＲＣＡケーブルを使用する場合は、黄色ＲＣＡケーブル（ＶＩＤＥО１）が映像、白色ＲＣＡ

ケーブル（ＡＵＤＩＯ１）が音声です。映像はＡＶ１の画面に映し出されます。ピンジャックを使用する場合はＡＶ３ ＩＮに

ピンジャックを接続してください。その際、画面は自動的にＡＶ３に切り替わります。イヤホンを使用する場合は、モニターの

イヤホン差込口に出力端子を差し込んでください。 

※ヒューズが溶断した場合は、同じ規格のヒューズと交換してください。管ヒューズ「２Ａ ２５０Ｖ」です。 

※モニターの電源電圧はＤＣ１２～２４Ｖ、ＣＭＯＳカメラの電源電圧はＤＣ１２Ｖです。モニターにはコンバーターが内蔵され 

ており、ＣＭＯＳカメラにＤＣ１２Ｖを供給しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①モニター ②ＣＭОＳカメラ ③電源・映像兼用コード ④カメラ延長コード 

 

 

２，使用方法 

①本商品は、必ず車のエンジンを始動させて使用してください。エンジンを始動させると、モニターがスタンバイ状態となり、ス

イッチ部分が点灯します。電源・映像兼用コードの青色配線を、車輌のバックランプに連動している配線に接続している場合、

ギアをバックに入れると、自動的に電源が入り、ＣＭＯＳカメラの画像がＡＶ２の画面に映し出されます。 

②モニターにＣＭОＳカメラ画像を常時映し出したい場合は、ＰОＷＥＲボタンを押して電源を入れ、『ＳＯＵＲＣＥ』ボタンを押

し、選択画面で『Ｉｎｐｕｔ Ｓоｕｒｃｅ』を選択し、ＡＶ２の画面に切り替えてください（４，モニター画像調整・及びセ

ットアップ方法参照）。 

 
３，音量調節方法 

●モニター下部に画像調整・セットアップの選択画面が出ていない状態で、『▲』『▼』ボタンを押し、音量を調整してください。

目盛（数字）を大きくすると音量が大きくなります。尚、ＣＭОＳカメラにはマイクが内蔵されています。モニターのスピーカ

ーから、カメラ周辺の音声を聞く事が出来ます。 

 



４，モニターの画像調整、及びセットアップ方法 
①モニターの『ＳＯＵＲＣＥ』ボタンを押すと、画像調整・セットアップの選択画面がモニター下部に表示されます。 

②『ＳＯＵＲＣＥ』ボタンを押して下記項目を選択し、『▲』『▼』ボタンで調整、セットアップが出来ます。 

●Ｂｒｉｇｈｔｎｅｓｓ     ：画像の明るさ調整が出来ます。目盛（数字）を大きくすると色が明るくなり、目盛（数字）を 

                                小さくすると色が暗くなります。 

●Ｃｏｎｔｒａｓｔ       ：画像のコントラストの調整が出来ます。目盛（数字）を大きくすると明暗の差が大きくなり、 

                 目盛（数字）を小さくすると明暗の差が小さくなります。 

●Ｓａｔｕｒａｔｉоｎ    ：画像の彩度の調整が出来ます。目盛（数字）を大きくすると色が濃くなり、目盛（数字）を小 

                さくすると色が薄くなります（白黒カメラ使用の場合は変化しません。）。 

●Ｈｕｅ           ：画像の色相の調整が出来ます。目盛（数字）を大きくすると緑がかり、目盛（数字）を小さく 

                すると赤がかります（白黒カメラ使用の場合は変化しません。）。 

●Ｉｎｐｕｔ Ｓоｕｒｃｅ  ：ＡＶ１、ＡＶ２、ＡＶ３のチャンネル切り替えが出来ます。 

●Ｍｉｒｒоｒ        ：鏡像の設定が出来ます。ＡＶ１、ＡＶ２、ОＦＦ、ＡＶ１&ＡＶ２のそれぞれのチャンネルに 

                対して、設定が出来ます。 

●Ａｕｔо Ｐоｗｅｒ    ：Ａｕｔо ＰоｗｅｒのОＮ、ОＦＦを選択出来ます。ОＮを選択して、車輌から電力が供給 

                されると自動で電源が入ります。ОＦＦにすると、『ＰＯＷＥＲ』ボタンを押すまで電源は入り 

                ません（電源・映像兼用コードの青色配線を、車輌のバックランプに連動している配線に接続 

                している場合、ギアをバックに入れると自動で作動します。）。 

●Ｒｅｃａｌｌ Ｄｅｆａｕｔ ：ＹＥＳを選択すると出荷前の初期設定に戻ります。 

※ＢａｃｋＬｉｇｈｔ Ｍоｄｅ：『ＳＯＵＲＣＥ』ボタンを３秒以上押すと｢Ｎｉｇｈｔ｣モードになります。モニターのバック 

                ランプが暗くなり、夜間に画像が見易くなります。再度、『ＳＯＵＲＣＥ』ボタンを３秒以上 

                押すと（ＤＡＹ）モードに戻り、バックランプが明るくなり、昼間に画像が見易くなります。 

※暗  視  機  能    ：使用環境が暗くなると、カメラが自動的に明暗を感知し、モニターの明るさを制御します。 

※ギアをバックに入れた状態（トリガー配線に電気が流れて、モニターに画像が映っている状態）では、安全の為、画像調整、音

量調節、セットアップは出来ません。 

 

５，トラブルシューティング 

●故障かなと思ったら 

症状 原因 対策・確認方法 

モニターの電源が入らない 

車輌イグニッションがОＦＦ 車輌イグニッションをОＮにしてください。 

ヒューズの溶断 
電源・映像兼用コードのヒューズ（２Ａ ２５０Ｖ）を確認し、溶
断している場合は、ヒューズを交換してください。 

配線の接続不良 
『１，接続方法』を確認の上、コネクターと配線の接続を確認して
ください。 

ＡＵＴО ＰОＷＥＲがＯＦＦ 

ＡＵＴО ＰОＷＥＲがＯＦＦに設定されている場合、車輌イグニ
ッションをＯＮにしてもＰОＷＥＲボタンを押すまでモニターの
電源は入りません。必要に応じて『４，モニターの画像調整、及び
セットアップ方法』に従い、ＡＵＴＯ ＰＯＷＥＲをＯＮにしてく
ださい。 

アース（黒色配線）の接続不良 
電源・映像兼用コードの黒色配線の取り付け状態を確認してくださ
い。取り付け箇所に塗装や、錆等がある場合は確実なアースを取る
事が出来ません。 

 

モニターに画像が映らない 
（ＮＯ ＳＩＧＮＡＬ表示） 

配線の接続不良 
『１，接続方法』を確認の上、コネクターと配線の接続を確認して
ください。 

コネクターの不良 
配線のコネクター内に錆、腐食、及びピン折れ等が無い事を確認し
てください。 

チャンネルの設定不良 
『２，使用方法』『４，モニターの画像調整、及びセットアップ方法』
を確認の上、外部入力映像はＡＶ１に、ＣＭＯＳカメラの画像はＡ
Ｖ２にチャンネルを切り替えてください。 

 

モニターの画像調整等が出
来ない 

安全機能作動 
ギアをバックに入れた状態（トリガー配線に電気が流れて、モニタ
ーに画像が映っている状態）では安全の為、画像調整、音量調節、
及びセットアップは出来ません。 

 

モニターの画像が鮮明に映
らない 

画像調整不良 
『４，モニターの画像調整、及びセットアップ方法』に従い、再度
セットアップしてください。 

ＣＭＯＳカメラレンズの汚れ ＣＭＯＳカメラレンズを柔らかい布等で拭いてください。 

ノイズの影響 ノイズを発生する機器から本商品を離してください。 

 

暗視機能が作動しない 
ＣＭＯＳカメラと地面の距離

が不足 
ＣＭＯＳカメラと地面の距離が１００ｍｍ以内の場合は、正常に作
動しません。 

 
※配線とは、電源・映像兼用コード、カメラ延長コード、モニターコード、ＣＭＯＳカメラコードを指します。 
 

 



●保証対象外となる不具合内容 

・配線・コネクターに断線、腐食、及び錆があるもの。 

・コネクターの接続不良によりピンが折れ曲がっているもの。 

・外的要因により破損しているもの。 

・改造されたもの、又は改造された形跡があるもの。 

・配線ミスにより破損しているもの。 

・当社の指示とは異なる取付方法、使用方法で故障したもの。 

・ヒューズが溶断しているもの。 

・ＣＭＯＳカメラコードの皮覆破れによりＣＭＯＳカメラが浸水しているもの。 

                                  

６，注意事項 

△！ 危険（この警告文に従わなかった場合、死亡、又は重傷を負う事になるもの。） 

①運転中にＣＭＯＳカメラ、モニターの操作は、絶対にしないでください。事故の原因になります。操作する場合は、必ず安全な

場所に車を停車させてから行なってください。 

②本商品の各構成部品、配線、コードは、運転、走行の支障にならない位置に、確実に固定してください。配線、コードがブレー

キペダル、駆動系統に絡まり、事故の原因になります。 

③道路交通法を遵守して、本商品の取り付け、使用を行なってください。 

 

△！ 警告（この警告文に従わなかった場合、死亡、又は重傷を負う危険性のあるもの。） 

①分解、修理、改造は行なわないでください。発火したり、異常作動を起こして、ケガをする恐れがあります。 

 

△！ 注意（この警告文に従わなかった場合、ケガを負う恐れのあるもの、又、製品に重大な破損を招く恐れのあるもの。） 

①外部入力端子に接続する機器に電源は供給されません。別途電源が必要です。 

②ＣＭОＳカメラ以外は、防水仕様ではありません。水に濡らすと故障の原因になります。 

③定期的にＣＭОＳカメラのレンズカバーを柔らかい布等で拭いて、汚れを取り除いて下さい。モニターに映し出される画像が見

難くなります。 

④万一の故障による、本商品の取り外し費用、及び取り付け費用は、お客様のご負担になります。予め、ご了承ください。 

⑤必ず、車輌のエンジンを停止させてから、取り付け作業を行なってください。 

⑥モニターの空気通気口を塞がないでください。故障の原因になります。 

⑦本セットのモニターのスピーカーは、モノラルです。 

⑧他のバックカメラ、モニターへの互換性、動作については保証出来ません。 

⑨本機は、車輌にＣＭＯＳカメラを取り付けて、バック時等に周囲の状態の確認、及び停車時に外部入力映像を見る機器です。そ

の他の用途には使用しないでください。 

⑩モニターの取り付けは、走行中に落下しない様、確実に行なってください。 

⑪カメラブラケットを固定しているタッピングネジを取り外すと防水機能が失われます。タッピングネジを取り外した事によりカ

メラが浸水してもクレーム対応出来ません。 

                               

 

 

 

 

 
 

フリーダイヤル   ０１２０－２０２－８００ 
 
 
 

〒５５０－００２１ 大阪市西区川口４－１－５       ホームページ        https://Pa-man.shop/ 


